
2016年 2月 27日 (土) 於 :立命館大学衣笠キャンパス

2015年度立命館大学校友会 全国都道府県校友会代表者会議

今後の未来人財育成基金募集推進活動について

2015年 度の取り組み経過

浮上してきた課題

①第一次活用策 (セ ミナーハウス)の今

後の行方は?

②現行の奨学金事業以外の活用策は追

求しないのか ?

今後さらに数多くの校友が意欲的に同基金募集推進

活動へ参加してくれるような新たな活用策、募集推

進活動の在り方を検討する必要性が高まつてきた !

2015年 11月 21日

臨時三役会議開催

2016年 1月 23日

未来人財育成基金募集推進特

別委員会開催

2015年 9月 12日

三役会議にて新たな活用

よび募集推進活動の在 り方

ついて検討開始

2015年 11月 3日

未来人財育成基金

別委員会正副委員長会議開催
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(1)校友の思いを織集した活用策の設定および明確化

①海外留学支援

称

的

容

名

目

内

絞友会 トップグローパルサポー ト奨学金 (仮称)

グローバルイな社会において活躍できる人材の育成

世界大学ランキング100位以内の海外の大学ヘ

の警学:二挑もうとする後輩学生への支援奨学金

1. 000万円 (50万円×20名 )年磯甕標 :
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②成長支援 (+R個人奨励奨学会)

名  称 :校友会「+R個人奨励奨学金』

目  的 :主体的に未来を切り拓いていく人材の育成

内  容 :正課授業で培つた知識・教養をもとに、主体

的に未来社会を切り拓く薦標をかかげ活動に

取り組む後輩学生を支援する奨学金

年間自様 :1.000万 円 (20万円×50名 )

③課外活動支援

名  称 :校友会課外活動支援 (仮称)

理  的 :●学びの場としての藤外活動の高度化、大衆4滋支援

0校友のアイデンテイテイー鶏上、一体感醸成

内  容 :後輩学生たちが多様な能力を豊かし、仲聞と協儀じ

ながら高いレベルの目標を達成することを議じて入

間的に成長していく漁めの財政的支援

年間目標 :●課外活動溺体への直接支援 (500万円)

②東京五輸出場予定強化選手・翻体への支援
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④研究支援

称

的

容

名

議

肉

校友会チェアプ銀フエッサーの任燿

後輩学生の研究方向上支援

学生・院金の研究方向上支援を実現する研究

者 (絞友会チェアプ爾フェッサー)の任用。

当該研究者の校友会主催企画への出演のみな

らずマスコミ等への出演を通じた立命館の

プランドカ向上も検討

年間目標 :壌 , 000万円

機友会チェアプ難フェッサーの所藤 《イメージ)

立命館大学
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⑤施設整備支援

称

的

名

目

グ回―パル;=学び合う学生支援施設

学園発書の地 F京都」で後輩学生たちがダ

ロ摯バルに学び合う場 (施設)の設置支援

3キャンパスで学ぶ後輩学生たちが、ゲロー

バルイL社会において、学園発祥の地であり世

界的覆史文化都市である京都で学ぶ機会の創

造策の一環としての施設整備支援

申長期的目標として追求

内 容 :

年Fn3日 標 :

(2)循環型後輩支援文化の確立
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(3)広報・コミュニケーシ職ン活動の数革・推進

①振込翔紙―式が一体となつた翻子の制作・活用

貧活用策、交機の成果が奪視化できる広報物の制作 金活用
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楊綾友の進―ズに対応したコミュニケーション濾動の最轟

成果の可視イL

①壕々な媒体 〔W8b、 SNS.較友会
報りつ

―
導電1、 NЁ青走レタ■等)を通

したコミュニケニション
●支援書肇41、 議長できた学生との交流

ex=成果亀告金、書学報告金等

①上記0に加え、課外活動団体の緯習見
学ツアーおよび観職ツアー等の開催

0寄付者限定の交流企画

寄付者同士働贅油、校羨儀.ら も素攘人
llと して成長する機会創出

①校菫の代表者 〔RFS、 RFCり =夕
・‐

等)の選定過程へ田義加

②:軍用さt‐lた費学生と曲懇談搬開催

学生との交流

寄付者同士の交流

挺学生母据定 および奨学生 と口交諭

今後の目標について

(1)当面中目標

2018年度に活用策①『海外留学支援」から⑬「研究支

援』までの年間目標額 3彎 500万円を単年度寄付で捕う

ことを目標とする。

少額でも広く協力者を募るという精神で、

3。 000人 嚇継焼寄付者での達成を目指す 1

=「 81 000■ .」 の糧拠手 1.中 申●円´月=1璽 ャ月
「

き,中 中0■ =拘 3:う 1)0万円

■「継績喜付者」口定れ =轡 継縦専付手続者 (毎層.毎年 1画 .壼 圃商朴な壌ヽ).ま た:」

磯 2回暉上■―i=寄付者 .
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(2)来人難育成基金弊集推進事業対象の拡充:=ついて

①職域校友会組織

③地域校友会組織

③学部・学系校虚畿組織

①崚糞畿報「りつめい」に登場実績のある校友等

以上に加えて、本学教職員にもさらなる参加を依頼 !

今後のスケジユール

20哺 6年2月 27日 三投会議・常任幹事会・都道府県代表者会議

3月 下旬 広報物等制作

4月 霧置 新方針に基づく活動推進スター ト
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